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本来の
濃度変化

残留期間が延長
＝使用禁止期間が長くなる

用量が多い場合
の濃度変化
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薬の吸収・減少の
速度が変わる

＝ 使用禁止期間も変わる

•食品中に残留しても人の健康に害を及ぼすことのない残留濃度を「残留基準」といいます。

•使用医禁止期間は、これを守ると、出荷時に水産物中の動物用医薬品の濃度が残留基準を下回
るよう、厳密な試験や計算により算出されています。

•水産用医薬品は使用基準の範囲内で使用し、
どうしても基準外の方法で使う必要がある場合は、獣医師に相談しましょう。


